
 

 

 

 

広島経済大学キャリアアップ・プログラム・メールマガジン 第 130号（2014.12.18発行） 

このメルマガは、どなたに転送いただいても構いません。 

なお、本メールが不要な方は career-up@hue.ac.jp までご連絡ください。 

【CP通信過去履歴閲覧サイト】：http://www.hue.ac.jp/lecture/careerup/cp_magazine.html 

 

【CP/CS受講生募集】 

！！お申込締め切りは本日 12月 18日木曜日です！！ 
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堀江 浩司 

2学期 CP講師『経営戦略論の基礎』 

 

宇宙で始まり、宇宙で終わる 

 

 今年も残り 2 週間ほどとなりました。前回、この巻頭言を担当させていただいたのが今年の 1月でしたので、ちょうど 1

年ですね。年齢のせいでしょうか。1 年経つのが本当に早く感じます。前回は映画『ゼロ・グラビティ』を観た際に感じたこ

とをいろいろ書かせていただきました。その際、今年はできるだけ劇場で映画を観たいという願望も記したわけですが、

一応それを意識して今年は 10本ほど、劇場で映画を観ることができました（子どもと観た『ドラえもん』含む）。もちろん今

年最大のヒット作『アナと雪の女王』も押さえています。作品自体はともかく、例の曲が流れるシーンの素晴らしさは間違

いないですね。物語の中で聴くそれは、YouTube で観ているだけでは感じられない高揚感や感動があります。続編もつ

くられるようですが、どうでしょうか。 

 さて、こうして今年は劇場で映画を楽しむことが増えたわけですが、そんな私が最近観たのが SF 映画『インターステラ

ー』。今が旬のマシュー・マコノヒー扮する主人公が、荒廃した地球にかわる新たな人類の住処を求め宇宙に旅立つとい

うストーリーです。好きな監督の最新作ということで劇場に足を運びましたが、観客は私を含めておじさん 3 人のみ。どう

も人気はないようです。タイトルがわかりにくかったのか、あらすじがありきたりだったのか、3時間という上映時間が長す

ぎたのか。いろいろ考えられますが、私はまったく飽きずに楽しむことができました。『インセプション』で夢や潜在意識の

世界を描き出したクリストファー・ノーラン監督が、理論物理学者を製作総指揮に迎えてワームホールやブラックホール、

そして 5次元空間の映像化に挑戦しています。極力CGを使わずアナログな手法で描かれる宇宙空間は、『ゼロ・グラビ

ティ』とはまた異なる美しさや迫力があります。相対性理論などの知識がもう少しあれば、もっと楽しめたのかもしれませ

んが、わからなくても問題ありません。ストーリーにぐいぐい引っ張られていきます（多少強引に）。とくに終盤の 5 次元の

世界で伏線が次々に回収されていくシークエンスは鳥肌もの。SF 映画ということで、ツッコミどころは満載ですし、ラスト

の展開も賛否両論あるでしょうが、個人的には大変満足のいく作品でした。なによりこの作品の本質は時空を超えた父と

娘の愛と絆というドラマにあります。二人の娘の父親としてはこれだけでグッときます。ハンカチが手放せません。空席が

多くてよかった。 

 今年は広島でも大雨による土砂災害がありました。世界規模で異常気象が増えている気がしますし、それらは環境破

壊が原因の 1つと考えられています。映画として新天地を宇宙に求める物語はスケールが大きく見応えがありましたが、

宇宙へ行く前にまずはコツコツと環境にやさしい取り組みをしていきたいですね。 

 

■3学期キャリアアップ・プログラム（CP）/カルチャー講座（CS）の受付状況 

 お申込みの締め切りは、本日 12月 18日木曜日中です。 

 最少開講人数 5 名で、下記の表は最終決定ではありませんが、現在のお申込み状況を皆さま方にお知らせいたしま

す。また、ご興味のある講座がございましたら、今すぐにお申込みください。 

 下記の表で講座名をクリックすると授業計画（シラバス）がでてきます。 

CP/CS 講座名 受付人数  

CP 映画と映画祭で学ぶプロジェクト・マネジネントの基礎 4名 未定 

CP マーケティング演習 7名 開講 

CP 日常生活で役に立つ経済 3名 未定 

CP 中小企業経営論の基礎 0名 未定 

CP 所得税法入門 2名 未定 

CP 確率・統計の基礎 1名 未定 
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CP 財務分析の基礎 6名 開講 

CP 実戦ビジネス中国語会話 3名 未定 

CP イスラム経済とイスラム金融 4名 未定 

CP 日本の財政破綻と金融政策 2名 未定 

CS コンピュータシミュレーションの世界 2名 未定 

お申込みの際は必ず授業計画（シラバス）をご覧いただき、講義内容をご確認の上お申込みください。 

【キャリアアップ・プログラム(CP)お申込み】   http://www.hue.ac.jp/lecture/careerup/index.html 

【カルチャー講座(CS)お申込み】          http://www.hue.ac.jp/lecture/culture/index.html 

 

■経大見聞録 

 本学のHPに掲載してある記事をご紹介します。活き活きした明るい学生の表情がうかがえます。URLをクリックして、

本学の学生たちの様子をご覧いただければと思います。 

 お仕事等の気分転換、コーヒーブレイクにご覧いただけましたら幸甚です。 

 

【12/4】中高生の夢･笑顔実現!!プロジェクトが不登校生支援「寒さに負けるな!!ぽかぽか大作戦」を開催しました 

    http://www.hue.ac.jp/tagblocks/koudoukan/news/event/0000008454.html 

【12/8】陸上競技部 中四国学生駅伝 優勝！ 

    http://www.hue.ac.jp/tagblocks/news/news/topics/0000008450.html 

【12/8】若旅促進プロジェクトが北陸カレッジ成果報告会に参加しました 

    http://www.hue.ac.jp/tagblocks/koudoukan/news/topics/0000008456.html 

【12/10】一学一山運動フォーラム 2014～つながりが森を守る力になる～を開催いたしました 

    http://www.hue.ac.jp/tagblocks/koudoukan/news/topics/0000008458.html 

【12/10】スポーツによる地域活性化プロジェクトが「サンフレッチェ広島観戦会」を開催しました 

    http://www.hue.ac.jp/tagblocks/koudoukan/news/event/0000008461.html 

【12/11】広島ホームテレビ「Drキャンパ」にて「就職必勝法を学ぶ」を放送します 

    http://www.hue.ac.jp/tagblocks/news/news/topics/0000008467.html 

【12/11】太田川キレイキレイプロジェクトが本川周辺一斉清掃を行いました 

    http://www.hue.ac.jp/tagblocks/koudoukan/news/topics/0000008468.html 

【12/17】【国際交流室】留学生と日本人学生のクリスマス会 2014 実施＠国際交流ラウンジ） 

    http://www.hue.ac.jp/tagblocks/abroad/news/news/0000008477.html 

 

■ネパール騒動記 

ネパールからナマステ 

Written By Packer Taka 

第 10話 象の背中に乗り 

 チトワン滞在 2 日目。今日は一日ジャングルツアーとなっている。ゲストハウス （以下“GH”） のトラックの荷台に乗

り、ジャングルツアーの出発地点に行くと、象の背中に相撲の升席を乗せたような木枠を背負った象が何頭も待機してい

た。GHのオーナーが受付に行きツアーの手続きをしてくれ、ワシの乗る象とツアーメイトが決まった。ワシは乗客 4人で
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乗るところをインド人らしき 2人とワシの 3人で乗ることになった。 

 象使いの人は 『行け！行け！』 と象の耳の裏を両足でこする。すると象は歩きだすが、象と象使いの彼とは気持ちが

合わないことがあるのか、象が勝手に進むべきではない方向へ進もうとすると、象使

いは手に持った棒で象の頭をガンガン叩く。その行為に象も怒るのか、知らん顔して

道なき道を “Going My Way” で立木を倒しながら進んでいく。ワシはこの時、少な

くても象にははっきりとした意志や感情があると思った。『このヤロー、散々俺の頭を

棍棒で叩きゃあがって！』と…。 

 象使いは 『あっちにゃぁ鹿がおるじゃろ、こっちの池にゃ、ちいちゃいワニが水面に

出とるけぇ、よう見てみんさいの。おぅーけぇー声して鳴きょうるんは○○○鳥じゃ。そこの高い木の上じゃけぇ、よう見て

みんさいや。大きなんがおるけぇ、木のてっぺんにおろーがいの。』 と動くものが見つかるたびに象を止めて、動物や鳥

を指さして教えてくれる。 

 途中、サイの親子に出会った。日本の動物園で見るよりも小さなサイで、その母親サイは象の 2/3 位の大きさで、親子

サイは象に周りを取り囲まれて怖いのだろうか、親子で下を向きオドオドしているようで可哀そうだった。 

 急に象は、象使いの人の誘導に従わなくって、道のない小さな木が生えているところを踏み潰して進んで行った。ワシ

は木の枝が鞭のように反動で戻って、自分の身体に当るのを除けながら象を観察していると、象は踏みつけて折った木

の枝を適当な長さに鼻で折り、長い鼻で器用に枝を持って耳の裏をボリボリ掻いていた。よほど耳の裏が痒かったのだ

と思う。道具を使うのは人間とサルだけかと思ったのは、人間の傲りなのか。考えてみると身近には色々と道具を使う動

物はいる。 

 出発地点に戻り、ツアーメイトと象の記念写真をお互いに撮りあって午前のジャングルツアーは終了した。その後の予

定は昨日GHの庭でワニを発見した 100m下流で象と一緒に水遊び（？）をするのだが、2頭の象を中国人団体客が占

領してしまい、ワシや他の西洋人たちは彼らのバカ騒ぎを岸辺で見ていなければならなかった。中国人は我々と交代す

る様子もなさそうなので、 『こいつ等、ワニに喰われて死んでしまえ！』 と捨て台詞を吐き一人 GHに戻った。 

 GH で昼食をとった後、昼からは不安定な丸太のボートに乗って川を下った。岸辺には何匹も大きなワニが寝たふりを

しながら我々の様子を伺っている。ボートに乗っている誰かがちょいと動いただけで、

丸太のボートは左右に揺れ転覆しそうなのだ。ガイドのお兄さんは、ボートの先頭で

立って案内してくれている。万一、ボートが転覆すれば、川辺で日向ぼっこをしながら

寝たふりをしているワニは突如として襲いかかってくるに違いない。これも自己責任だ

ろうか？しかし、このネパールでは、誰かがワニのエサになっても、誰も保証はしてく

れないような気がするのはワシだけだろうか。 

 途中ボートから降りてジャングルを歩いたが動物には出会わなかった。爬虫類に出逢わなかったのは勿怪の幸いだっ

たが、履いていたズボンは泥だらけ、また植物の種がたくさんへばり付き、仕方なくそのズボンは捨てた。 

 それから象を飼育している場所へ行き、大きな象から生まれて間もない赤ちゃん象も見たが、そこで奇妙な光景を目に

してしまった。と言うのは飼育されている象を羨ましそうに柵の外（ジャングル）から眺

めている野生の象がいた。明らかにその象は柵の中にいる象たちを羨ましそうに見て

いる。『お前はジャングルを自由に歩き回れるんじゃけぇ、柵の中にいる象よりもずぅ

ーっと幸せなんで…。』とワシは呟いたが、果たしてジャングルを自由に歩き動ける方

が幸せなのか、また人間とパートナーとなり暮らす方が幸せなのか？という疑問を感

じたのは何故だろうか？ 

 GH に戻り昨日行った近所の食料品店に行き、女将さんに許可を得て、また店の前で Beer を呑ませてもらった。ぷぁ

～！美味い！不快指数が高いこのジャングル地帯で飲むビールは、五臓六腑に染みわたる。一気にビール 3本が体内

に流れ込んだ。 

 夕食後は公民館のようなところに行き、現地の人が演じる民族舞踊『タルダンス』を観た。 



This story is to be continued. 

 

■読者の皆様からのエッセーの投稿をお待ちしております 

 皆様からのエッセーを募集しています。日常の出来事、つぶやき何でも構いません。また匿名やペンネームで結構で

すのでご投稿をお願いいたします。（個人情報の取り扱いは十分配慮いたします） 

 【エッセーご寄稿頂ける方は】 

どなたでも結構ですので寄稿頂ける方は career-up@hue.ac.jp または 082-871-9345 までご連絡ください。掲載の

日程をご連絡いたします。 

 

■キャリアアップ・プログラム（CP）やカルチャー講座（CS）または本学に関する、ご質問やお問い合わせは下記の連絡

先へご連絡ください。 

731-0192 広島市安佐南区祇園五丁目 37-1 

広島経済大学  教育・学習支援センター 

お問い合わせは電話番号（082）871-9345 または E-mail career-up@hue.ac.jp までどうぞ。 
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